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雌雄混合三倍体ヤマメ２+年魚以降の成長と生残

工藤真弘・小野淳・米沢純爾・長谷川敦子・斉藤修二・吉野典子＊・渡辺裕之＊

結果と考察

測定結果を表１に，体重と生残率の推移を図ｌに示

した。

供試魚は，３+年魚くらいから摂餌が次第に不活発に

なり，給餌にはかなりの時間を要するようになる。池

底に落ちた餌を摂餌するため吻部が池底で擦れて，ほ

とんどの個体の吻部が扁平となった。さらに眼球に異

常の見られる個体が多く，全身または半身の体色が黒

化しする個体もみられた。行動が緩慢になるためチョ

ウモドキが寄生しやすくなるなど，４+年魚以降では著

しく外観を損ねるようになる。

体色はほとんどの個体でパーマークが薄れて，銀化

の様相を呈するが，３+年魚以降は産卵期になると赤い

横縞が現れて，婚姻色様の色相を呈する個体も見られ

た。雌型三倍体の寿命はほぼ５年で，体重２ｋｇ程度に

なるが，４年目の秋期にかけては減耗が大きくなるた

め，実用的には３年（2+年魚）から４年（3十年魚）の

夏までに出荷することが望ましい。今回は雌雄混合三

倍体の生残魚について調べたが，今後は実用化の期待

される全雌三倍体についても検討していく必要がある。

通常の三倍体ヤマメは雌雄とも満２年で成熟し，産

卵後はほとんどへい死する。三倍体ヤマメも雄型は通

常のヤマメと同様に満２年でへい死するが，雌型は成

熟せずに生き残る')。この生残した雌型が成長を続け

て大型化することが三倍体ヤマメの特徴である。しか

し，その成長限界や２+年魚以降の生残状況は明らか

になっていない。そこで雌雄混合三倍体ヤマメ雌型魚

の２+年魚以降の成長と生残を明らかにして，適切な

出荷時期などについて検討したので報告する。

材料と方法

供試魚東京都水産試験場奥多摩分場塵ヤマメ親魚

より1985年１０月，１９８７年１０月および'988年１０月

に高温処理で作出した雌雄混合三倍体のうち，２年目

の産卵期を過ぎて，雄型のへい死終了後に生き残った

雌型三倍体を供試魚として用いた。

飼育方法飼育には奥多摩分場入川試験池の１８×２

×1ｍのコンクリート水槽を３～４区に仕切って用い，

日曜日を除いて毎日，市販の親魚用配合飼料を飽食量

給餌し，作出年級群毎に随時取り揚げを行って体長，

体重を測定した。
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図１雌型三倍体ヤマメ２+年魚以降の成長と生残
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